
各
種
計
画
の
策
定
、
条
例
の
制

定
や
改
正
、
補
正
予
算
な
ど
の
議

案
を
審
査
・
審
議
し
ま
し
た
。

Topic1

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

【
諮
問
第
１
号
】

適
任

令
和
８
年
６
月
30
日
を
も
っ
て

任
期
が
満
了
す
る
現
人
権
擁
護
委

員
の
再
任
の
た
め
提
案
さ
れ
た
も

の
で
、
任
期
は
３
年
と
な
り
ま
す
。

山や
ま
本も
と

ひ
と
み
氏（
大
隅
町
）

Topic2

過
疎
地
域
持
続
的
発
展
計
画
の策

定

【
議
案
第
12
号
】
全
会
一
致
可
決

令
和
８
年
度
か
ら
令
和
12
年
度

ま
で
を
期
間
と
す
る
計
画
に
つ
い

て
、
国
の
特
別
措
置
法
に
基
づ
き
、

「
過
疎
地
域
に
お
け
る
持
続
可
能

TopicsTopics

第１回定例会

令和8年
２月20日から
３月25日まで
（34日間）

な
地
域
社
会
の
形
成
」
及
び
「
地

域
資
源
等
を
活
用
し
た
地
域
活
力

の
更
な
る
向
上
」
を
目
指
し
策
定

す
る
も
の
で
す
。

問

国
の
交
付
金
事
業
の
中
で
、

こ
れ
ま
で
集
落
再
編
支
援
事
業
の

み
の
利
用
に
な
っ
て
い
た
理
由
は
。

答　

国
の
補
助
金
が
２
分
の
１
補

助
に
と
ど
ま
り
、
認
可
を
受
け
る

際
の
手
続
き
が
煩
雑
で
あ
る
こ
と

や
、
過
疎
債
を
利
用
し
た
事
業
の

方
が
補
助
率
が
高
い
た
め
で
あ
る
。

Topic3

辺
地
に
係
る
公
共
的
施
設
の

総
合
整
備
計
画
の
策
定

【
議
案
第
13
号
】
全
会
一
致
可
決

恒
吉
辺
地
に
お
け
る
市
道
神

牟
礼
・
沖
上
線
と
須
田
木
線
の

２
路
線
を
改
良
舗
装
す
る
た

め
、
令
和
８
年
度
か
ら
令
和
12
年

度
の
５
年
に
か
け
て
、
事
業
費

１
億
８
７
０
０
万
円
で
整
備
す
る

計
画
を
策
定
す
る
も
の
で
す
。

問

そ
れ
ぞ
れ
の
路
線
の
工
事
期

間
は
。

答　

神
牟
礼
・
沖
上
線
は
２
年
間
、

須
田
木
線
は
４
年
を
か
け
て
行
う

予
定
で
あ
る
。
須
田
木
線
は
法
面

工
事
で
難
し
い
箇
所
が
あ
り
、
年

度
で
区
切
る
と
災
害
の
懸
念
も
あ

る
た
め
重
点
的
に
行
う
。

Topic4

薬
科
休
日
急
患
診
療
事
業
事
務

の
委
託
に
関
す
る
都
城
市
と
の

協
議
に
つ
い
て

【
議
案
第
14
号
】
全
会
一
致
可
決

本
市
の
薬
科
休
日
急
患
診
療
事

業
事
務
を
都
城
市
に
委
託
す
る
こ

と
に
つ
い
て
、
協
議
を
行
う
た
め

の
も
の
で
す
。

問

協
議
に
至
っ
た
経
緯
や
内
容
は
。

答　

都
城
市
北
諸
県
郡
薬
剤
師
会

か
ら
休
日
当
番
薬
局
で
の
収
支
が

赤
字
で
あ
る
た
め
、
平
成
18
年
に

医
科
分
を
行
っ
て
い
る
よ
う
に
、

薬
科
分
を
都
城
市
が
都
城
市
北
諸

県
郡
薬
剤
師
会
と
締
結
し
て
い
る

内
容
と
同
様
に
委
託
す
る
も
の
で
、

休
日
当
番
薬
局
を
利
用
し
た
時
の

契
約
と
な
り
、
夜
間
救
急
は
含
ま

れ
な
い
。

Topic5

「
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
」
に

伴
う
条
例
の
制
定
及
び
一
部
改
正

【
議
案
第
15・17・18
号
】
全
会
一
致
可
決

議案 条例 内容

第 15号 曽於市特定乳児等通園支援事業の運営
に関する基準を定める条例

国や県及び市から財政措置を受けるための
運営に関する基準を定める条例の制定。

第 17号 曽於市子ども・子育て支援法に基づく
過料に関する条例

乳児等のための支援給付等に関する報告等
に係る過料が追加されたことに伴う、条例
の一部改正。

第 18号 曽於市乳児等通園支援事業の設備及び
運営に関する基準を定める条例

内閣府令の公布に伴い、利用定員の要件の
緩和等について条例を一部改正。

4☆議会クイズ☆　次のページからクイズを出します。ページをめくると答えがあります。



新 財部中央公民館使用料（令和 8年 5月1日～） 

区分
使用料 冷暖房使用

１時間当たり午前９時から
午後１時まで

午後１時から
午後５時まで

午後５時から
午後10時まで

第１
会議室

880円 880円 1,100円 110円

第２
会議室
第３
会議室
研修室
調理室
イベント
ホール 2,640円 2,640円 3,300円 110円

( 総額表示 )

問

議
案
第
15
号
と
第
18
号
の
条

例
の
違
い
は
。

答　

議
案
第
18
号
の
条
例
は
、
同

条
例
で
定
め
た
設
備
及
び
運
営
に

関
す
る
基
準
に
基
づ
き
、
市
が
認

可
す
る
こ
と
で
事
業
を
行
う
こ
と

が
で
き
る
も
の
で
あ
る
。
第
15
号

の
条
例
は
、
議
案
第
18
号
の
条
例

に
基
づ
き
認
可
し
た
事
業
者
が
、

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
に
基
づ

く
乳
児
等
支
援
給
付
費
の
支
給
に

係
る
事
業
を
行
う
者
（
特
定
乳
児

等
通
園
支
援
事
業
者
）
で
あ
る
旨

の
確
認
を
市
か
ら
受
け
る
た
め
の

も
の
で
あ
り
、
認
可
と
確
認
を
両

方
受
け
る
こ
と
に
よ
り
、給
付（
財

政
措
置
）
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
。

問

令
和
８
年
４
月
１
日
か
ら
運

営
開
始
予
定
の
事
業
所
と
受
入
人

数
は
。

答　

一
般
型
が
末
吉
町
の
１
事
業

所
に
６
名
、
余
裕
活
用
型
が
大
隅

町
の
２
事
業
所
に
そ
れ
ぞ
れ
２
名

と
６
名
を
予
定
し
て
い
る
。

Topic6

中
央
公
民
館
の
設
置
及
び
管
理

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

【
議
案
第
22
号
】
全
会
一
致
可
決

財
部
中
央
公
民
館
の
大
規
模
改

修
に
よ
り
、
利
用
す
る
施
設
の
区

分
に
変
更
が
生
じ
る
こ
と
に
伴
い
、

利
用
料
を
類
似
施
設
で
あ
る
末
吉

中
央
公
民
館
や
大
隅
中
央
公
民
館

と
の
均
衡
が
図
ら
れ
た
料
金
設
定

に
改
め
る
た
め
の
も
の
で
す
。

意
見

冷
暖
房
費
を
含
む
使
用
料

に
つ
い
て
、
ほ
か
の
施
設
に
つ
い

て
も
市
民
が
よ
り
利
用
し
や
す
く

な
る
よ
う
、
今
回
の
財
部
を
含
め

た
各
中
央
公
民
館
と
の
整
合
性
を

考
慮
し
た
総
合
的
な
見
直
し
を
早

急
に
検
討
さ
れ
た
い
。

Topic7

生
涯
学
習
審
議
会
設
置
条
例を

廃
止

【
議
案
第
23
号
】
全
会
一
致
可
決

生
涯
学
習
審
議
会
で
行
っ
て
い

た
内
容
を
社
会
教
育
委
員
の
会
議

で
協
議
す
る
た
め
条
例
を
廃
止
す

る
も
の
で
す
。

問

会
議
の
開
催
上
都
合
が
良
い

と
の
理
由
で
の
廃
止
か
。

答　

社
会
教
育
委
員
は
社
会
教
育

法
の
規
定
に
基
づ
き
設
置
し
て
い

る
が
、
生
涯
学
習
審
議
会
は
市
独

自
に
設
置
し
て
お
り
、
委
員
の
構

成
が
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
た
め
、
社

会
教
育
委
員
の
会
議
の
中
で
審
議

す
る
こ
と
に
し
た
。

Topic8

令
和
７
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算(

第
10
号)

を
可
決

【
議
案
第
24
号
】
全
会
一
致
可
決

２
億
３
９
３
５
万
円
減
額

予
算
総
額

３
１
０
億
６
３
３
３
万
円

今
回
の
補
正
予
算
は
、
各
事
業

の
確
定
及
び
執
行
見
込
み
に
よ
る

増
減
が
主
な
も
の
で
す
。

歳　　入

地方交付税 交付額の確定による追加

現年発生農業用施設災害復旧費補助金 補助率の確定による追加

市債 歳出の減額に伴う減額

財政調整基金繰入金 財源調整による減額

歳　　出

障害福祉サービス費 実績見込みによる追加

施設型給付費 公定価格の改定による追加

公債費 繰上償還に伴う追加

5 ☆問１☆　曽於市議会の議員定数は、条例で何名と定められていますか？　A.14名　B.16名　C.18名　D.20名



総
務
常
任
委
員
会

（
山
中
雅
人
委
員
長
）

【
公
有
財
産
購
入
費
】

問

財
部
市
街
地
土
地
取
得
費
用

９
０
４
万
円
の
減
額
理
由
は
。

答　

土
地
所
有
者
と
の
交
渉
が
ま

と
ま
ら
な
か
っ
た
結
果
、
土
地
買

収
を
断
念
し
た
た
め
で
あ
る
。

【
自
治
会
放
送
管
理
費
】

問

放
送
設
備
を
持
っ
て
い
る
自

治
会
が
ま
だ
あ
る
の
か
。

答　

現
在
52
自
治
会
が
使
用
し
て

い
る
が
、
毎
年
３
〜
５
の
自
治
会

が
撤
収
し
て
お
り
、
そ
の
際
に
は

機
材
と
電
柱
を
撤
去
し
て
い
る
。

【
宅
地
分
譲
地
整
備
管
理
事
業
】

問

分
譲
地
購
入
費
用
３
１
８
万

円
の
皆
減
理
由
は
。

答　

柳
迫
地
区
の
宅
地
分
譲
の
検

討
の
た
め
、
臭
気
・
騒
音
・
振
動

等
の
調
査
を
行
っ
た
が
、
騒
音
の

基
準
を
超
過
し
、
振
動
も
時
間
帯

で
は
基
準
値
ギ
リ
ギ
リ
の
結
果

だ
っ
た
た
め
、
購
入
を
断
念
し
た
。

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

（
瀬
戸
口
恵
理
委
員
長
）

【
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
費
】

問

増
額
の
理
由
は
。

答　

９
月
定
例
会
で
障
害
児
支
援

給
付
費
を
、
12
月
定
例
会
で
障
害

者
給
付
費
を
そ
れ
ぞ
れ
増
額
補
正

し
て
い
る
が
、
重
度
訪
問
介
護
を

新
規
で
利
用
さ
れ
る
方
も
お
ら
れ
、

予
想
以
上
の
利
用
増
と
な
り
、
不

足
が
見
込
ま
れ
る
た
め
で
あ
る
。

【
地
域
医
療
支
援
費
】

問

曽
於
医
師
会
立
病
院
現
状
分

析
業
務
負
担
金
の
減
額
理
由
や
業

務
内
容
は
。

答　

当
初
の
予
定
よ
り
安
価
で
契

約
で
き
た
た
め
で
あ
る
。
業
務
内

容
は
曽
於
医
師
会
立
病
院
の
在
り

方
や
今
後
の
医
療
ニ
ー
ズ
を
踏
ま

え
た
デ
ー
タ
等
を
分
析
す
る
も
の

で
、
３
月
末
に
関
係
市
町
の
長
に

報
告
予
定
で
あ
る
。

【
財
部
温
泉
健
康
セ
ン
タ
ー
及
び

メ
セ
ナ
住
吉
交
流
セ
ン
タ
ー
管
理
費
】

問

指
定
管
理
料
の
経
常
損
失
の

赤
字
補
填
理
由
は
。

答　

基
本
協
定
の
中
の
「
※
指
定

管
理
料
の
変
更
を
規
定
し
て
い
る

部
分
」
に
基
づ
き
、
市
は
協
議
に

応
じ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
今
回
は

最
低
賃
金
が
上
が
っ
た
こ
と
等
に

よ
る
金
利
水
準
の
上
昇
が
赤
字
の

主
な
理
由
で
、
経
費
面
で
は
利
用

者
１
人
当
た
り
の
経
費
は
年
々
上

が
っ
て
き
て
い
る
状
況
の
た
め
、

料
金
の
見
直
し
も
含
め
て
今
後
検

討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

※
「
指
定
管
理
の
期
間
中
に
賃
金
水
準
や
物
価

高
騰
等
の
不
可
抗
力
に
よ
り
、
当
初
合
意
さ
れ

た
指
定
管
理
料
が
不
適
当
と
な
っ
た
と
認
め
た

と
き
は
指
定
管
理
料
の
変
更
を
申
し
出
る
こ
と

が
で
き
る
」

【
末
吉
中
央
児
童
ク
ラ
ブ
改
築
事
業
】

問

完
成
時
期
は
。

答　

現
在
工
事
中
の
末
吉
小
学
校

に
併
設
さ
れ
る
予
定
で
、
令
和
９

年
６
月
頃
の
完
成
見
込
み
で
あ
る
。

意
見

ほ
か
の
児
童
ク
ラ
ブ
と
の

公
平
性
も
含
め
て
、
契
約
の
在
り

方
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
ほ
し
い
。

末吉中央児童クラブ建設予定地

【
奨
学
資
金
管
理
費
】

問

育
英
奨
学
資
金
の
貸
付
の
人

数
と
総
額
は
。

答　

令
和
６
年
度
末
で
１
９
１
人
、

１
億
５
５
０
９
万
円
で
あ
る
。

【
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
管
理
費
】

問

給
食
セ
ン
タ
ー
の
騒
音
問
題

の
そ
の
後
の
進
捗
は
。

答　

設
計
事
務
所
に
対
し
て
、
弁

護
士
を
通
じ
て
交
渉
中
で
あ
る
。

6☆答１☆　C.18名　令和７年11月の選挙から、定数が20名から18名になりました。



【
部
活
動
地
域
移
行
推
進
事
業
】

問

地
域
指
導
者
謝
礼
金
が

２
０
０
万
円
弱
減
額
し
て
い
る
が
、

地
域
で
指
導
者
を
し
た
い
と
い
う

方
が
予
想
以
上
に
少
な
か
っ
た
か

ら
な
の
か
。

答　

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
等
の
選
択

肢
の
広
が
り
に
よ
る
部
活
動
の
加

入
率
の
低
下
や
部
活
動
指
導
員
の

な
り
手
の
確
保
が
難
し
く
、
苦
慮

し
て
い
る
。

産
業
建
設
常
任
委
員
会

（
出
水
優
樹
委
員
長
）

【
鳥
獣
対
策
事
業
】

問

有
害
鳥
獣
捕
獲
補
助
金
の
増

額
理
由
は
。

答　

イ
ノ
シ
シ
に
つ
い
て
は
成
獣

１
５
０
０
頭
分
の
予
算
を
計
上

し
て
い
た
が
、
不
足
す
る
た
め
、

８
０
０
万
円
の
増
額
を
お
願
い
す

る
も
の
で
あ
る
。

【
き
ら
ら
館
管
理
費
】

問

経
常
損
失
の
理
由
は
。

答　

来
場
者
は
前
年
度
よ
り

５
５
０
０
人
増
加
し
、
売
上
げ
も

１
１
０
０
万
円
の
増
と
な
っ
た
が
、

人
件
費
や
材
料
費
等
の
高
騰
に
よ

り
利
益
が
上
が
ら
ず
、
６
０
０
万

円
の
損
失
予
定
と
な
る
た
め
で
あ

る
。

【
高
齢
者
等
飼
養
肉
用

子
牛
競
り
市
引
付
料
補
助
金
】

問

減
額
の
理
由
は
。

答　

高
齢
の
畜
産
農
家
が
廃
業
し
、

対
象
牛
が
減
少
し
た
た
め
で
あ
る
。

【
森
林
環
境
譲
与
税
事
業
】

問

減
額
の
理
由
は
。

答　

補
正
額
が
大
き
か
っ
た
も
の

と
し
て
、
次
世
代
の
森
林
づ
く
り

対
策
事
業
補
助
金
と
曽
於
市
造
林

事
業
担
い
手
促
進
対
策
事
業
補
助

金
に
つ
い
て
は
、
再
造
林
や
下
刈

り
の
面
積
が
減
っ
た
た
め
で
あ
る
。

ま
た
、
地
域
産
材
利
用
促
進
事
業

補
助
金
に
つ
い
て
は
、
新
築
住
宅

の
建
設
が
減
少
し
た
た
め
で
あ
る
。

【
交
通
安
全
施
設
整
備
事
業
】

問

増
額
の
理
由
は
。

答　

外
灯
・
街
路
灯
の
電
気
料
が

不
足
す
る
見
込
み
で
あ
る
こ
と
と
、

Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
取
替
え
及
び
蛍
光
灯
か

ら
Ｌ
Ｅ
Ｄ
へ
の
付
け
替
え
の
要
望

が
あ
る
た
め
で
あ
る
。

【
地
域
振
興
住
宅
建
設
事
業
】

問

減
額
の
理
由
は
。

答　

当
初
、
新
築
３
棟
分
の
予
算

を
計
上
し
て
い
た
が
、
令
和
７
年

度
の
申
請
者
は
全
て
、
未
入
居
の

地
域
振
興
住
宅
へ
入
居
で
き
た
た

め
で
あ
る
。

議
員
任
期
に
関
す
る

調
査
特
別
委
員
会
の
設
置

令
和
８
年
３
月
25
日
、「
議
員

任
期
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員

会
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

本
件
に
つ
い
て
は
、
令
和
４
年

４
月
か
ら
議
会
改
革
調
査
特
別
委

員
会
で
協
議
し
て
い
ま
し
た
が
、

翌
年
９
月
に
公
民
館
長
等
連
絡
協

議
会
よ
り
「
市
長
選
挙
と
議
会
議

員
選
挙
の
同
時
開
催
並
び
に
議
会

議
員
定
数
削
減
に
関
す
る
陳
情

書
」
が
提
出
さ
れ
、
協
議
を
重
ね

た
上
、
２
つ
の
陳
情
項
目
に
つ
い

て
令
和
５
年
12
月
議
会
で
そ
れ
ぞ

れ
採
択
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
議
員
定
数
削
減
に

つ
い
て
は
賛
成
多
数
で
採
択
さ
れ

た
一
方
で
、
市
長
選
挙
と
議
員
選

挙
の
同
時
開
催
に
つ
い
て
は
不
採

択
と
な
り
ま
し
た
。（
詳
細
は
議

会
だ
よ
り
第
75
号
の
特
集
記
事
を

参
照
。）

ま
た
、
令
和
６
年
２
月
に
も
選

挙
の
同
時
開
催
を
求
め
る
同
様
の

陳
情
書
が
提
出
さ
れ
、
再
度
不
採

択
と
な
っ
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
２
回
の
陳
情
に
つ
い
て
は
、

同
日
選
挙
を
求
め
る
市
民
か
ら
の

声
が
数
多
く
存
在
す
る
こ
と
か
ら
、

議
会
と
し
て
も
重
く
受
け
止
め
、

同
年
10
月
に
「
同
日
選
挙
開
催
の

議
論
継
続
に
関
す
る
決
議
案
」
を

可
決
し
、
改
選
後
の
新
た
な
市
議

会
に
お
い
て
、
継
続
し
て
議
論
を

深
め
て
い
く
こ
と
を
決
定
し
た
と

こ
ろ
で
す
。

委
員
は
議
長
を
除
く
17
名
で
構

成
さ
れ
、
同
日
開
催
さ
れ
た
「
議

員
任
期
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員

会
」
で
の
互
選
の
結
果
、
委
員
長

に
渡わ

た

辺な
べ

利と
し

治は
る

議
員
、
副
委
員
長
に

土つ
ち

屋や

健け
ん

一い
ち

議
員
が
選
任
さ
れ
ま
し

た
。

75号
はこちら
▼

7 ☆問２☆　曽於市議会の「定例会」は、通常、年に何回開催されますか？　A. 2 回　B. 4 回　C. 6 回　D.12 回


